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10 会計 01

10 款 02

項 01

目 13

A

雑入

・安来市防犯灯設置事業　 申請自治会数119、設置数349灯（全てLED灯） 円

　　※事業費の2分の1を補助（上限：LED1灯につき25,000円、蛍光灯 1灯につき15,000円） 

・防犯カメラ設置　3箇所（飯梨、比田、赤屋） 円

・安来市防犯協会負担金 円

・災害情報通信基盤整備（情報通信施設の機器の保守管理、整備にかかる負担金）

　　伯太町防災行政無線施設他　保守点検委託 円

　　島根県防災情報ネットワーク整備費他　負担金 円

・自主防災組織育成事業（資機材整備・訓練等事業の補助、10団体） 円

件数

 8

 1

 0

 1

10

・自主防災組織　新規設立数

・その他

　　熊本地震関係（支援物資購入・搬送） 円

　　AEDリース(7台)・購入（1台) 円　 災害用備蓄(簡易トイレ他） 円　

　　総合防災訓練　9/24（広瀬町富田地内）　参加機関32団体、参加人数211人 円　

　　光熱水費、通信運搬費他 円　

　・安来市原子力発電所環境安全対策協議会開催 円

　・原子力防災訓練 　11/14対策本部訓練　11/19避難訓練（島田地区）　参加機関6団体、参加人数184人

　・その他 サーベイメータ点検他 円

369,494円

2回開催（委員謝礼：延40人） 263,784

105,710

1,051,339

758,916 708,912

235,348

2,651,624

【原子力災害対策事業】 369,494円 0円 0円 0円

成果指標 目標値 実績値 差引

自主防災組織数（組織） 2 2 0

401世帯以上 160,000 160,000

計 523,000

201世帯以上300世帯以下 60,000 60,000

301世帯以上400世帯以下 80,000 0

　　受けた場合は、それ以降2分の1とする。

自主防災組織構成世帯数の区分 補助金の限度額（円） 実績（円）

200世帯以下 40,000 303,000

9,603,304円

3,402,000

2,016,700

523,000

　　※自主防災組織の構成世帯数に応じ、下記金額を限度に補助対象事業費の3分の2を補助（その額に

　　1,000円未満の端数があるときは、当該端数を切り捨てた額）。ただし、3分の2の補助金の交付を3回

1,940,000

【防災対策事業】 11,347,839円 0円 900,000円 844,535円

777,600

成果指標 目標値 実績値 差引

防犯カメラ設置数 3箇所 3箇所 0

5,786,200

【防犯対策事業】 8,503,800円 0円 0円 47,000円 8,456,800円

49,069,433 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 3.9人役 28,848,300 円 総事業費　　A+B

決算事項別明細書 P95

大事業 防災・防犯 担当部署 危機管理課

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 防災費 総務費

事業開始年度 平成28年度 総務管理費

事業進捗度 － 防災諸費

目
的

【防犯対策】防犯灯の設置、防犯協会の活
動支援により犯罪の発生防止に寄与する。
【防災対策】防災・減災力を高めること
で、被害の発生を抑制するとともに速やか
な復旧を目指す。
【原子力災害対策】原子力発電所において
重大事故が発生した際に適切な対応がとれ
る体制を構築する。

決 算 額 20,221,133 円

財
源
内
訳

一 般 財 源 18,429,598 円

国・県支出金 0 円

地　方　債 緊防 900,000 円

そ　の　他 891,535 円

予 算 額 23,335,000 円
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項 01

目 13

A

【事業内容】

　 ・自治会貸出用小型除雪機の燃料費 円

　 ・熊本地震関係（運搬車両燃料費） 円23,451

29,779

人件費コスト  B 0.1人役 739,700 円 総事業費　　A+B 792,930 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 53,230 円

予 算 額 1,000,000 円

目
的

災害発生直後の緊急事態に対する対応を実
施するため

決 算 額 53,230 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

総務費

事業開始年度 平成28年度 総務管理費

事業進捗度 － 防災諸費

大事業 防災・防犯 担当部署 危機管理課

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 災害対策費

決算事項別明細書 P95
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項 01

目 01

A

手数料外

○旅費 延べ13人 円

○役務費 円

・手数料、保険料

○使用料及び貸借料 円

・器具借上料(救急システム)

○負担金及び交付金 円

・救急医学会等研修負担金等 円

・メディカルコントロール協議会負担金等 円

・救急救命士養成負担金1人、指導救急救命士養成負担金1人 円

○需用費 円

・印刷製本費(気管挿管実習承諾書)

○旅費 円

・消防学校、消防大学校旅費 延べ14人 円

・その他研修、会議旅費 延べ98人 円

○需用費 円

・消耗品費、燃料費、食料費、印刷製本費、光熱水費

修繕料、被服費

救助服・活動服・救急服

　多様な災害に対処できる高度な能力を持つ消防職員の育成。通常の災害から大規模な災害まで

すべて対処可能にし、住民の安心安全を確保するための資機材整備を行った。

4,196,710

2,759,100

1,437,610

22,964,788

【防災体制の構築事業】 64,810,121円 0円 0円 3,682,809円 61,127,312円

630,000

2,857,600

59,600

403,000

2,395,000

101,520

493,130

1,202,452

　救急救命士の養成と高度な応急処置実施のために、医療機関での実習(就業前実習、薬剤投与、

気管挿管実習等）を行い、医学会への参加や医療機関との連携を通じ救急体制の整備を図った。　

成果指標 目標値 実績値 差引

応急手当の実施率（％） 50 61 11

【救急体制の整備】 5,284,702円 0円 0円 0円 5,284,702円

627,141,823 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 75.0人役 554,775,000 円 総事業費　　A+B

2,200,000 円

そ　の　他 3,682,809 円

予 算 額 74,768,000 円

目
的

常備消防として各種災害に対処するため、
職員の資質向上と消防資機材の維持管理等
を行い、災害の軽減を図る。決 算 額 72,366,823 円

財
源
内
訳

一 般 財 源 66,484,014 円

国・県支出金 0 円

地　方　債 緊防

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 常備消防費 消防費

事業開始年度 平成28年度 消防費

事業進捗度 － 常備消防費

決算事項別明細書 P153

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課



○役務費 円

・通信費、手数料、保険料

○委託料 円

　 ・保守管理委託料　他

○使用料及び貸借料 円

・使用料、敷地借上料　他

○備品購入費 円

・庁用備品（インステートワゴン、洗濯機　他） 円

・器具費 円

スモークマシン（安来） デジタルカメラ（安来） スケッドストレッチャー

237,168円×1式＝237,168円 63,169円×1台＝63,169円 140,400円×2式＝280,800円

（広瀬、伯太）

船外機（安来） 蘇生バッグ 防火衣一式

381,240円×1機＝381,240円 30,240円×4個＝120,960 143,640円×6着＝861,840

（安来、広瀬、比田、伯太）

消防用ホース（51本）

空気ボンベ 血糖値測定器一式 42,120×20本＝842,400

130,140円×6本＝780,840円 32,400円×5式＝162,000 31,320×5本＝156,600

(安来2、広瀬、比田、伯太） 41,040×26本＝1,067,040

○負担金及び交付金 円

・消防学校、消防大学校負担金　他 円

・協議会、防火委員会、消防長会等負担金 円

○公課費 円

・自動車重量税（9台）

○その他 円

・報償費、消防長交際費　他

○社会保険料 円

○賃金 円

・臨時雇用賃金（1人分）

・防災行政無線通信施設費負担金 円

72,000円

2,272,000

240,657

1,497,600

【防災情報ネットワーク整備事業】 2,272,000円 0円 2,200,000円 0円

4,954,057

5,102,236

2,486,064

2,616,172

368,900

373,561

6,129,820

16,850,843

1,652,782

5,432,224

478,167



35

10 会計 01

25 款 09
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目 02

A

諸収入

○報酬 円

・消防団員報酬(714人） 円

・機械器具手入れ報酬（47台) 円

・訓練出動報酬(延べ2,177人） 円

・災害出動報酬(火災287人、台風警戒439人、他15人 延べ741人) 円

・火災予防警戒パトロール(春・秋火災予防週間)（延べ228人） 円

・操縦者等報酬 円

○災害補償費 円

・公務災害補償費（2人）

○恩給及び退職年金 円

・遺族年金（支給対象者1人）

○報償費 円

・消防団員退職報償金（34人） 円

・安来市消防団協力隊謝礼（55人） 円

・その他（功労者表彰費、消防団長表彰費　他） 円

○旅費 円

・費用弁償、普通旅費

○交際費 円

・団長交際費

○需用費 円

・消耗品費 円

・燃料費 円

・被服費 円

・その他（印刷製本、光熱水費） 円814,619

4,043,100

29,948

4,269,509

399,461

555,436

2,499,993

32,766

1,343,250

11,505,360

11,069,000

154,000

282,360

16,224,333

1,005,000

6,531,000

2,403,600

684,000

892,000

27,739,933

　消防団は、災害現場での活動や日頃の地域住民への防災指導などの地域防災力の中枢をなすも

のである。災害状況によっては消防団の活動も広範且つ長時間に及ぶもので、その対応能力を更

に向上させるための訓練及び研修派遣を充実させ、地域防災力向上を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

消防団員数（人） 720 712 △ 8

【消防団体制の構築事業】 73,220,573円 0円 0円 14,224,581円 58,995,992円

114,875,516 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 5.0人役 36,985,000 円 総事業費　　A+B

0 円

そ　の　他 14,224,581 円

予 算 額 80,127,000 円

目
的

消防団の資質向上と消防資機材の維持管理
等を図ることにより、水火災及び地震等の
災害を予防し、被害の軽減を図る。決 算 額 77,890,516 円

財
源
内
訳

一 般 財 源 63,665,935 円

国・県支出金 0 円

地　方　債

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 非常備消防費 消防費

事業開始年度 平成28年度 消防費

事業進捗度 － 非常備消防費

決算事項別明細書 P153

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課



○負担金補助及び交付金 円

・消防団員退職報償金掛金（776人） 円

・消防団員福祉共済掛金（714人） 円

・公務災害補償費等共済掛金（776人） 円

・その他（県消防協会負担金、教養負担金、電波利用負担金） 円

・防火防災訓練災害補償等共済掛金 円

○備品購入費 円

消防用ホース(県操法大会用21本) 　消防用ホース(各班配布26本)

34,560円×21本＝725,760円 　34,560円×26本＝898,560円 消防団員用防火衣

53,946円×60着＝3,236,760円

○その他(通信運搬費、手数料、下水道使用料等) 円

　消防車両の整備維持管理は、災害時の適切且つ迅速な対応を可能にするためには不可欠で、消

防設備等の充実を図り、災害による被害を軽減することに対応した。

○需用費 円

・修繕料

○役務費 円

・手数料（12ヶ月点検　等） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

○公課費 円

・自動車重量税（23台）

4,669,943円

2,685,555

1,351,588

400,174

951,414

632,800

41,000

4,861,080

389,906

【消防団車両維持管理事業】 4,669,943円 0円 0円 0円

19,005,721

14,899,200

2,132,250

1,612,835

320,436
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項 01

目 03

A

【事業内容】

○需用費 円

・修繕料（維持）

○工事請負費 円

・比田分駐所シャワー室新設工事

工事開始 竣工

○備品購入費 円

高規格救急自動車（安来）

799,200

28,328,400

施設整備を充実させ、業務効率を高める職場環境の確保を図った。

883,375

予 算 額 30,013,000 円

　24時間出動体制を確保し、消防業務を円滑に遂行するため、消防施設を適正に維持管理し更に

66,995,975 円人件費コスト  B 5.0人役 36,985,000 円 総事業費　　A+B

目
的

消防施設及び設備の整備拡充を行うことに
より、各種の災害に初動から迅速かつ効果
的に対応し、被害の軽減を図るもの。決 算 額 30,010,975 円

財
源
内
訳

一 般 財 源 1,710,975 円

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 常備消防施設費 消防費

事業開始年度 平成28年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎外 28,300,000 円

そ　の　他 0 円

決算事項別明細書 P155

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課
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A

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

○需用費 円

・修繕料（維持）

○手数料 円

○工事請負費 円

○委託料（山佐分団拠点施設用地　調査･測量） 円

○材料費 円

○負担金補助及び交付金（上水道加入負担金） 円

○公有財産購入費 円

・土地購入費（元大塚駐在所、山佐分団拠点施設用地） 円

・家屋購入費（元大塚駐在所） 円

着手前 竣工

安来南消防団拠点施設（元大塚駐在所）

3,186,000

5,347,080

950,400

59,454

757,400

8,669,109

5,483,109

島田防火水槽柵修理

498,420

198,720

　老朽化した車両、資機材及び施設を整備し消防力の充実強化を図り、年々多様化する災害への

対応を図ったもの。また、消防水利が少ない地域には計画的に整備し、消防体制の充実を図ると

ともに、火災による被害を軽減し、住民に安心と安全を提供した。

【非常備消防施設等整備事業】 16,480,583円 0円 11,500,000円 0円 4,980,583円

予 算 額 41,191,000 円

目
的

消防施設及び資機材の整備拡充を図り、安
心で安全な住みよい地域づくりを目指すも
の。決 算 額 40,692,923 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 緊防 33,400,000 円

そ　の　他 0 円

62,883,923 円

一 般 財 源 7,292,923 円

人件費コスト  B 3.0人役 22,191,000 円 総事業費　　A+B

決算事項別明細書 P155

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 非常備消防施設費 消防費

事業開始年度 平成28年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費



小型動力ポンプ付積載車（布部２班） 小型動力ポンプ付軽積載車（比田３班）

新設消火栓整備箇所　　　　　　　　　 17箇所

2,245,200円

【消火栓整備事業】 9,967,140円 0円 9,900,000円 0円 67,140円

広瀬町上山佐本郷上口 広瀬町上山佐本郷上口

広瀬町下山佐福頼広瀬町上山佐常願寺

【消防団車両機械器具整備事業】 14,245,200円 0円 12,000,000円 0円
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10 会計 01

40 款 09

項 01

目 04

A

【事業内容】

○出動報酬 円

・水防訓練 円

・水防活動(平成28年9月4日台風接近に伴う土のう積み) 円

水防訓練（土のう積み、シート張工法）

○需用費 円

・消耗品費（土のう袋、ブルーシート　等）

○材料費 円

○器具費 円

救命ボート一式（安来） ライフガードチューブ4本

32,400

97,906

27,588

499,176

345,000

い必要に応じて水防工法を実施したもの。また、災害が発生した場合は、水防倉庫内の資機材を

活用するため、倉庫の維持管理や資機材整備を行った。

377,400

　災害の規模、状況等に応じて消防職団員を招集し、警戒パトロール、広報活動や情報収集を行

予 算 額 1,170,000 円

目
的

災害（洪水・高潮等）による被害を未然に
防止し、住民の生命財産を守り、安心で安
全な地域づくりを目指すもの。決 算 額 1,002,070 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

23,193,070 円

一 般 財 源 1,002,070 円

人件費コスト  B 3.0人役 22,191,000 円 総事業費　　A+B

決算事項別明細書 P157

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 水防費 消防費

事業開始年度 平成28年度 消防費

事業進捗度 － 水防費
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20 会計 01

10 款 02

項 01

目 08

A

【事業内容】

　　交通安全保持のため、警察等関係機関の協力を得ながら交通安全啓発活動を行うとともに、

　交通指導員による高齢者・児童への交通安全教室等を通して交通安全意識の高揚を図った。

・4/6～4/15　　　　春の交通安全運動　　街頭指導及び交通安全テント村を実施

・8/26　　　　　　 交通安全高齢者の主張安来地区大会をふれあいプラザにて開催

・9/21～9/30　　　 秋の交通安全運動　　街頭指導及び交通安全テント村を実施

・11/11　　　　　  島根県交通安全県民大会へ参加（江津市）　　　　 

・11/18　　　　　　安来市交通安全大会を安来節演芸館にて開催

・12/9　　　　　　 交通死亡事故多発警報に伴う啓発活動（フーズマーケットホックプラーナ店）

・その他　　　　　 バスの交通安全教室の実施（赤屋小学校、広瀬小学校、南小学校、高齢者向け）

※随時　　　　　　 市内小学校において交通指導員による交通安全教室実施

　　　　　　　　　 交通指導員による朝の通勤・通学時間帯の交通安全指導

　　　　　　　　　 交通安全施設の整備（カーブミラー10基設置等）

安来市の交通事故件数

　　　　　　　　　 重傷 軽傷

4 79

9 98

5 19

差引

交通死亡事故発生件数 0 5 5

成果指標 目標値 実績値

交通死亡事故多発警報発令時啓発活動

（フーズマーケットホックプラーナ店）

春の交通安全運動　

安来・米子合同 交通安全街頭広報

平成27年 76 0 1,036

平成28年 93 4 1,041

増減 17 4 5

発生件数
死者数
（人）

傷者数（人）
物損事故

人件費コスト  B 1.2人役 8,876,400 円 総事業費　　A+B 13,647,520 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,771,120 円

予 算 額 5,973,000 円

目
的

市民の交通安全意識を高め、交通事故防
止・減少を図る。

決 算 額 4,771,120 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

総務費

事業開始年度 平成28年度 総務管理費

事業進捗度 － 交通安全対策費

大事業 防災・防犯 担当部署 市民参画課

中事業 交通安全・防犯の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 交通安全対策費

決算事項別明細書 P91
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30 会計 01

10 款 07

項 01

目 01

A

県

諸収入

・市民向け消費者情報紙の発行。（全戸配布、年６回発行）

・消費生活カレンダーの作成、配布。 （2,200部作成、独居高齢者世帯、小中学校等に配布）

消費者行政担当者のレベルアップを図るため、専門研修受講。

・内容：消費生活相談員専門コース（相模原市、大阪市、広島市）

第８回より良い消費生活のための集いの開催。

１．日程・会場 平成２８年６月１９日（日） 安来節演芸館

２．来場者数 ２８０人

３．内　　容 悪質商法防止啓発劇の上演、弁護士による啓発講演、啓発キャンペーン　他

消費生活相談員報酬、社会保険料（雇用主負担分）

・市内店舗での物価動向調査の実施

・研修会の実施（島根県消費者センターの講師により、特殊詐欺、訪問販売等の研修）

悪質商法防止の啓発劇 弁護士の啓発講演

【消費者行政推進委託事業】 170,000円 0円 0円 0円 170,000円

【消費生活相談体制整備事業】 2,342,350円 1,171,000円 0円 8,100円 1,163,250円

第８回　より良い消費生活のための集い

成果指標 目標値 実績値 差引

消費者講座の実施件数（件） 20 9 △11

【消費者問題解決力強化事業（安全安心確保）】 819,032円 819,000円 0円 0円 32円

【消費生活相談員等レベルアップ事業】 117,360円 117,000円 0円 0円 360円

【消費者問題解決力強化事業（地域連携）】 1,804,004円 1,773,000円 0円 0円 31,004円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 8,136,700 円 総事業費　　A+B 13,389,446 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

消費者を取り巻く諸問題に取組み、消費者
行政を推進していくため、消費者被害の防
止、消費生活に関する相談体制を強化し、
消費者行政の活性化を図る。

決 算 額 5,252,746 円

財
源
内
訳

国・県支出金 3,880,000 円

地　方　債

商工費

事業開始年度 平成28年度 商工費

事業進捗度 － 商工総務費

0 円

そ　の　他 8,100 円

一 般 財 源 1,364,646 円

予 算 額 5,332,000 円

目
的

大事業 防災・防犯 担当部署 市民相談室

中事業 消費者対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 消費者行政推進費

決算事項別明細書 P133


